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はじめに
　　　　　　
　
構造という概念は�森敦がジ�ンルと並んで問題にした事柄であ
る� ﹁小説は構造そのものをも�て主張しなければならぬ﹂
︵﹃
吹雪
からのたより﹄ ﹁ノ�トＢ﹂ �
昭
32・２・８
付
︶ �ただし�小説の構
造は�実体ではない�何をどのように見て
いかなる
ことをとらえ
ようとするかによ�て�構造のあり方は変わ�てくる�構造という概念は�その概念を作り出す概念枠の帰結である その観点からすれば�森の二つ 傑作� ﹁月山﹂
︵
﹃季刊藝術﹄
昭
48・７︶と﹃われ
逝くもののごとく﹄ ︵ ﹃群像﹄
昭
59・３
�
62・２�
昭
62・５�講談社︶
は�同じような構造の異な�た実現とも�あるいは正反対の構造の
逆転的な一致とも称すべく�森文学における長短の双璧を形作�ていると言える�
　
これまで森の文学は�文学史的にも様式論的にも�孤高を誇るも
のとされ� 何ものにも準えがたい対象とみなされることが多か�た�確かに�極めて独自な要素は多いものの�そのような見方は�森の作品総体を 適切な評価軸によ�て記述することを躊躇させ�評価を遅らせてきた憾みがあると言わなければならない�構造を掌握することにより�森 文学は 日本および世界の文学史と様式の中に�適切に位置づけられることを待ち望んでいると思われる� こでは�あえて森自身の思想や 地域性による評価軸�す わち曼荼羅の理論や庄内文化などからする評価軸を外し�
﹁
月
山
﹂との対比におい
森敦﹃われ逝くもののごとく﹄の構造
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春
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て�つとめてこの構造という観点から﹃われ逝くもののごとく﹄を読み直してみたい�
　　　　　　　　
１　
同心円構造
— ﹁月山﹂
　　
﹃われ逝くものののごとく﹄を論じる前提として�まず﹁月山﹂
の構造を概観しておきたい︵
１
︶ �
﹁
月
山
﹂は�語り手の
﹁
わた
し
﹂
が庄内平野 転々とした後�月山山麓・七五三掛 古寺・注連寺に逗留するひと冬 描く物語であ
る
�﹁
わた
し
﹂は�冬支度のために
寺の二階の部屋を和紙で目張りし�繭の中に冬眠するように引き籠もる�源助のじさまから�寺のじさまの兄がバクチの果てに縊死したこと�そ 弟も養老院 寺の方丈に拾われたこと�あの若 女も若後家であることなど�村人たち 死と生にまつわる話を聞く�雪解けの頃�呆けたようにうつらうつら過ごしてい ところに リゾ�
ト・
センタ�の立地を探す友人が訪ねて
来
� ﹁わたし﹂は彼と
ともに部落を後にする�
　
﹁
月
山
﹂の物語に舞台を提供している部落
﹁
七五三
掛
﹂も�注連
寺の﹁注連﹂も�聖なる
︿
境
界
﹀を意味する言葉である�
﹁
いずれ
もシメ縄のシメで�ここで結界され�真言密教の秘所湯殿山を女人禁制として来たことを示すものとされていま
す
﹂︵
講演録
﹃
十二夜
　
月山注連寺にて﹄ �
昭
62・６�実業之日本社︶ �この小説の︿構造﹀
は�中心へと収斂しようとする同心円的な空間性を基礎とする�その空間においては�最も外縁を湯殿山系の連峰が囲み�その内部に
 
　﹁
山ふとこ
ろ
﹂と呼ばれる里がある�十王峠の向こうは縹渺と広が
る庄内平野が開け
� ﹁
わたし﹂は外部から内部へと到来し�また外部
へと去るのである�その﹁山ふところ﹂の内側には﹁吹き﹂の冬籠もりによ�て外界と隔絶する七五三掛部落があり�そのまた内側には古寺ながらも一種聖性を帯びた注連寺があり�さらに寺 二階に　﹁わたし﹂が貼りめぐらした和紙の蚊帳室が同心円の最深部を形作る�この蚊帳はまた�天の夢を見る天 虫とされる蚕の繭にも譬えられ�つまり小宇宙か母胎としてイメ�ジすること できる�内部へ内部へと収斂する﹁月山﹂の同心円空間は� その最奥部において�明らかに至高の場所�天上界を志向す のである
　
﹁
月山﹂では�淡々とした叙述に乗せて幾つもの死の挿話が語ら
れる
� ﹁
わたし﹂が語り合う後家のばさまたちや寺のじさま�あるい
はセロフ�ン菊の女は�いずれもそ 夫や兄の死を抱えながら生きている
� ﹁
わたし﹂が彼らとの出会いによ�て魂を洗われる経験をす
るのは�彼らの生の各瞬間を死が浸し 死とともに生きる生き方がそこにあ�たか だろう�死は生の中に嵌入してい のであ
　
さらに�同心円の中心に位置する和紙の蚊帳室は�かつて注連寺
し
  め
  か
  け
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の鉄門海上人が即身成仏してミイラとな�た穴�仏塚に見立てられている�寺の名物である鉄門海上人のミイラを焼失したために� ﹁吹き﹂で行き倒れにな�たや�こ︵乞食︶ 内蔵を抜き�燻してミイラにしたが�そのミイラも見世物に出したまま行方不明とな� という挿話がある 行き倒れのや�こは�生活のための余儀ない酒の密造を税務署に﹁密告した﹂誰かの代わり �村人の恨みを収めるためにミイラにされた一面もあ�たという�
　　
 ﹁
税務署の手入れのときは�部落内まるで地獄での�造�た酒
　　
にも�ガタガタ震えて�塩ぶ�込もうにも�塩が手から離れね
　　
えんだや﹂
　　
 ﹁
塩を？﹂
　　
 ﹁
ンだ�塩をいれれば�酢になるさけの�しかも�部落のだれ
　　
ぞ密告したんでろいうて�部落内おかしげ︵へん︶にな�てし
　　
もうて
…
…
﹂
　　
 ﹁
しかし�部落はみな同姓で�互いに親子︵と�縁類のような
　　
ものを呼ぶのですが︶みたいなもんじ ありませんか﹂
　　
 ﹁
親子みてえなもんだども�部落の者でねえば�税務署に隠し
　　
場所まで�わかるはずがねえんでろう﹂
　　
 ﹁
そうですかね�それで� だれが密告したかわか�たんですか﹂
　　
 ﹁
なんとなく�だれであんめえかで�収ま�たんでねえか�ひ
　　
とというものは�なんでもそうしたものをつくり上げて�憎む
　　
なり疎むなりしねば収まらねえもんでの�事は違うみてえだど
　　
も�行き倒れのや�こを 行者のミイラにしねばいられなか�
　　
たの ここのことわりだて﹂
　　
 ﹁
行き倒れのや�こ
…
…
﹂
　
行者もや�こも税務署員も�そして﹁わたし﹂も皆�部落の外部
からの到来者�折口信夫のいう
﹁
まれびと
﹂ ︵
客人︶である�すなわ
ちこのミイラとは いわばこ 部落の原罪を示すト�テムであり�共同幻想 物象化にほかならない�こ して� ﹁月山﹂は� ﹁わたし﹂が仮想の仏塚�蚊帳室で仮想の即身仏となる入定の儀礼的な反復を中軸と
す
るような�象徴的な死と再生の物語と言うことができる�
この�極めて凝縮された純粋小説である﹁月山﹂の構造を展開し�内側からめくり返すようにして反転してい たところに
� ﹃
われ逝く
ものののごとく﹄の構造が現 るとも考えられ �
　　　　　　　　
２　
二人の語り手
　
森敦の長編小説﹃われ逝くものののごとく﹄は�タイトルの後�
む
  ら
 うち
さ
さ
うと
む
  ら
 うち
さ
�
 �
 �
 �
�
 �
 �
�
 �
 
�
 �
 �
�
 �
 �
 �
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次のようなエピグラフに続く冒頭の文章で開幕する�
　　
逝くものかくのごときかな
　
昼夜を舎かず
　　　
羽越本線が日本海を離れて�庄内平野に入ろうとするとき�
　　
なおその眺望を遮ろうとするように�左手に荒倉山が見え�そ
　　
れに連亙する高館山が見えて来ます�荒倉山の麓には西目があ
　　
り�高館山の麓には大 ある�西目は酒所大 に比ぶべくも
　　
ない村落ですが�かつて荒倉山が出羽神社を勧請して�西の羽
　　
黒と呼ばれたころは宿坊等も多く�おろそ ならぬ であ た
　　
のです�これが荒廃に至 たのは�悪名高い武藤家に犯され�
　　
武勇 上杉家に掠められ�一切の行法ともども一山を挙げて�
　　
羽黒に逃れ去�たからだといいます�
　　
しかし�やがて縹渺として眺望が開け�庄内平野がその全貌
　　
を現して来る�早くも遙か彼方右手からは月山�前方からは鳥
　　
海山が見えます�月山を背にしては城下町鶴岡 あり�鳥海
　　
を背にしては商港酒田があります�加うるに はい し
　　
か消えて�果 もなく連なる砂丘 防風林 な 西目や大山
　　
のことなど忘れてしまうのです�況んや�これ 物語ろうと
　　
する加茂を�思いだすひともないでありまし う 加茂は連亙
山形大学紀要︵人文科学︶第十六巻第三号
　　
する荒倉山と高館山に隠れた�眇然たる海港であります�
　
構造把握の尺度の一つとして�まず語りに即して展望すると�全
集本︵筑摩書房版﹃森敦全集﹄第四巻︶で六四〇ペ�ジほどの長さのテクストのうち�五四〇ペ�ジほどは�物語に登場しない語り手によ�て語られている 右の冒頭の引用でも 語�ている主体が誰かは明確ではなく� またその主体は自ら物語に介在することはない�このような叙述形式は 分量にして全体の約八四％である この�小説の主要な部分を�仮にＡと名づけ おきたい�ところで�この小説は最初から最後まで ﹁月山﹂などと同じように� 森一流の す・ます体で綴られており�全体として一貫し 語りであるような印象を受ける�そのため�一見 区別がつきにくいが�その後の一〇〇ペ�ジほどの展開では�それ以前とは異な�た語り 用いられているのである︵
２
︶ �
　
すなわち�全集本の五四五ペ�ジから� ﹁わたし﹂という語り手
が登場す �次の引用がその箇所である�
　　　
わたしは先に語�て�大日坊が即身仏真如海上人を越中街道
　　
の山路で�武士を天秤で打ち殺したといえば�注連寺は即身仏
　　
鉄門海上人を赤川からの青龍寺川取り入れ口で�武士を鳶口で
ひ�うび�う
び�う
 ぜん
ゆ
お
あらくらやま
たかだてやま
さかどころ
かんじ�う
が�さん
かいざん
つるおか
さか
  た
か　
も
ち�う
おおやま
にし
 め
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打ち殺したというと申しました�
　
ここで﹁わたしは先に語�て﹂と述べ�大日坊や注連寺の由来を
再び語り直しているのだから�この﹁わたし﹂は�それ以前の部分を語�ていた語り手と同じ人格であるということになる�しかし�それは真に本当だろうか� やや疑念も残 言 なければなるまい�しかし�それを考える前に�それ以後の語りの様相も見ておかなければならない�この
﹁
わたし﹂が登場する語りの部分を� Ｂと名づけ
ておこう� Ｂの部分のペ�ジ数は�全体のほぼ七・八％にあたる�
　
ところが
� ﹁
わたし﹂という語り手が登場してそのまま最後まで行
くかというと�そうではない�その後�五〇ペ�ジほどは�先の引用のように
� ﹁
わたし﹂ がそれ以前の物 をもう一度語り直すのだが�
全集本で五九五ペ�ジまで行くと�再び�最初の語り すなわち語りの主体としての﹁わたし﹂が�登場 ない りに戻 のである�次はそ 部分の冒頭である
　　　
龍覚寺さんは好んで﹁風水﹂を語る人です
� ﹁
風水﹂とは墳墓
　　
の地を占う陰陽道の術で�墓相などもこれに従うのです�龍覚
　　
寺
さん
と親しか�たから�その影響を受けたのでし�う�ひど
　　
く墓相に興味 持ち�家督を譲�てからは�暇にまかせてだれ
　　
か
れのとなく墓を見て回る篤農家がいました�
　
これは
�
Ｂにおける再度の語り直しが�物語の順を追�てＡの最
後の物語まで追いつき�さらにそれに加えて�その後のおかみのお里のチ�ブ屋︵曖昧屋︶の有様と�善念大日様の最期を描く部分である�この部分は二八ペ�ジほど続く こ を
` Ａと呼びたい�
` Ａ
の部分は テクスト全体の四・四％である
　
そしてさらに�その後�再び﹁わたし﹂が登場する�全集本で六
二三ペ�ジからである�有名な﹁もし優しいあの人に抱かれなければ�わたしはほんとうの女を知らずにしま�たかもしれません﹂始まる部分である�
　　　
もし優しいあの人に抱かれなければ�わたしはほんとうの女
　　
を知らずにしま�たかもしれません� いや� 優しいあの人によ�
　　
て�ほんとうの女を知らされたが故に�ついに女を知らずにし
　　
ま�たとも言えるで �う�わた どこであの優しい人を知
　　
り�どのようにして抱かれるようにな�たかを語ることを望ま
　　
れるかも知れませんが�わたしはそれをしますまい�
　
この﹁わたし﹂による語りが� 全集本の六四八ペ�ジまで二五ペ�
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ジの間続いて�小説は幕を閉じる�これを
` Ｂと仮に呼んでおこう�
この部分は�全体の三・九％ 占め ただし�六三五ペ�ジのところで�それ以前と大きな時間の経過が暗示さ ている�
　　　
あれからもうどのぐらいた�たろう�わたしは庄内平野を去
　　
�てからも�龍覚寺さんはむろんのこと篤農家にも�しばしば
　　
音信を交わして近況を報告し合�ていましたが�いつとなく季
　　
節の挨拶だけになり それすらも途絶えてしまいました�
　
従�て� ここで
` Ｂは� 前半と後半とに分けて考えることができる�
ただし�語りの様式は�
` Ｂを通じて一貫している�この
` Ｂの﹁わ
たし
﹂
は� Ｂの
﹁
わたし﹂と同じ人物なのだろうか�このことはやや
気にかかる点である�以上の語りの構造をまとめると 次のようになる�
︵概算のため合計は一〇〇％にならない� ︶
　　
・ ︻Ａ︼
　
登場しない語り手︵八四％︶
　　
・ ︻Ｂ︼
　
登場する語り手﹁わたし﹂ ︵七・八％︶
　　
・ ︻
` Ａ︼
  登場しない語り手︵四・四％︶
　　
・ ︻
` Ｂ︼
  登場する語り手﹁わたし﹂ ︵三・九％︶
�
前半・後半
�
　
山形大学紀要︵人文科学︶第十六巻第三号
　
さて� Ａや
` Ａの語り手と� Ｂや
` Ｂの﹁わたし﹂とは同一人格
な
の
か�ということを考えてみよう�後者の﹁わたし﹂は�加茂や庄内から見ればよそものの�ある人物である�
 Ｂの部分では�戦後�仏
壇屋をや�て儲けた人物・上海を中心に 稲荷明神のじさまやオカ�パのサキらの話を聞く聴き手として登場する� Ｂの部分の﹁わたし﹂は�聴き手・インタビ�ア�なのであ�て�自分の知らないことを語ることができない設定にな�ている�その機能としては�人物としても登場する語り手である ら 人物として 現実性に配慮されているものと考えられる�
　
ところが� Ａや
` Ａの部分はそうではない�たとえば�サキのじさ
まが最後に西目の海辺の岩窟を訪ねて�流木 積んだ後�死ぬという設定 ある�じさまの死は目撃者が誰もいない 流木の山についても�その由来を知るも はいない と書かれている�
　　
 ﹁
あの岩窟さは流木があ�たかの�コンクリ�トの前さ�ひと
　　
背負いもの流木が放�ぽり出されとる�行�てみ�ち�﹂
　　
これこそ� 逝ぎたじさまがこの世で運んだ最後のものですが�
　　
知るものとてはありません�
　
聴き手に徹する機能を与えられているＢの﹁わたし﹂であれば�
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やはり同じようにそれを知ることはできないだろう�だが� Ａや
` Ａ
の語り手にはそれは可能であるという設定なのだ�なぜ可能かといえば�小説 虚構なので�語り手にそのような能力を与えることできるからである�もちろん逆にＢのように�語り手 能力を制限することもできる�
　
整理すると次のようになる
� ﹃
われ逝くもののごとく﹄の語りの構
造は�二つの異なる性質をもつ部分の複合として成�ている�一つは�物語に登場しない語り手が�自分が実体験したことではな 物語を語る手法︵Ａ�
` Ａ︶ �もう一つは�物語に登場する語り手︵ ﹁わ
たし
﹂ ︶
が� 自分の実体験だけを限定して語る手法︵Ｂ�
` Ｂ︶である�
従�て�これら二つの語り手の主体は�共通する部分 あるが 機能としては異な�ていると言うべきである
　
一つの小説テクストにおいて�異な�た語りの手法を同居させる
のは�現代小説で 珍しいことではない�しかし�それにしてもやはり小説の技巧に意識的な作家の所産であるということは明白である�ジ��ムズ・ジ�イスは� ﹃ユリシ�ズ﹄ ︵一九二二︶ おいて�章ごとに語りの手法を変えた�ある章では内的独白 ある章では擬古文�またある章ではシナリオの文体�というよう �それによ�て﹃ユリシ�ズ
﹄は�
現代小説の百貨店とも
言
われる� ﹃われ逝
くもののごとく﹄の場合�です・ます体など の変化はなく�
一見�そう大きな変化ではないようにも思われるが�構造の観点からすれば 追�て意外なその重要性が明らかとなる�
　　　　　　
３　
幻想性と因果応報性
　
文体についてもう一つ言うべきは�人物はどれもこれもどこか惚
けていて�妄想と現実とを十分に区別できない�例えば�サキのだだの供養をせず� あねまのお玉の後追いを気に病むサキのじさまは�加茂から鶴岡�注連寺�そして
再び
加茂へとうろうろ歩き回�てい
るが�
高
年齢のためもあり�また生来の性質もあ�て�その心理状
態は甚だ明確ではない 鶴岡の神様︵霊媒師︶を訪れた際�神様にお玉が憑依して
� ﹁
おらなんたて�だだのとこさ行く﹂と後追いをす
ることを宣言し�我に返�た神様から だだの供養をせよと言われるのだが�注連寺その他を経巡るだけで�結局きちんとした供養をすることができない�こ じさまと双璧なのは 神がかり 葉だろう�ど からから自分を呼ぶ声が聞こえる�
　　　
お葉は逆上してまた骨とも見える流木を拾うと�激しく身震
　　
いがして来ました�なんだか声がしたのです�
　　
お葉！
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お葉はは�としました�それが海のほうからして来るのか�
　　
山のほうからして来るのか分かりませんが�いつもして来るあ
　　
の声です�
　
その有様を�物語は明確に映し出しはする�だが� Ａや
` Ａの語り
手は�自分自身がその幻想の声に惑溺することは決してない�
　
いわゆる ﹁意識の流れの小説﹂ の代表的な作家� ウ�リアム・フ��
クナ�の﹃響きと怒り
﹄ ︵
一九二九︶は�アメリカ南部の澱んだ血を
描くが�そ 第一章は
� ﹁
白痴﹂として設定された人物の内面の語り
によ�て綴られている�不定形で幻想的でさえある意識の流れが�圧倒的な強さをも� 表現される
� ﹃
われ逝くもののごとく﹄の場合
も�人物の意識の流れの強度は フ��クナ�に勝るとも劣らない�しかし その一方で� Ａや
` Ａの語りにおいては�どこかで一定の程
度�覚めて事態を展望している語り手の影を感じるのである�内面的で主観的な﹁呆ろけ﹂の表現と�それをきちん 構造化し客体化する表現との�希な同居の実現が見 取 る�
　
それでは
� ﹃
われ逝くもののごとく﹄における物語展開の力は何に
よ�て実現されているのだろうか
�
主要部分である
 Ａと
` Ａの物語
は�物語を前へと進める動因としての�次々と起こるおびただしい死�特に後追いの物語と�加茂・庄内の地誌・歴史・風俗・文化を
山形大学紀要︵人文科学︶第十六巻第三号
語る描写との�渾然一致した構築物とな�ている�
　
スト�リ�ラインを確保する物語の流れを形作るのは�サキのだ
だの戦死を起点とする 次のような死の連鎖である�
　
︻Ａ︼
　　
︵１︶サキのだだは出征して帰還しなか�た�
　　
︵２︶じさまはそれを信じず
�
供養もしないでいたが
�
鶴岡の神
　　
様のお告げで�だだの最初の女とな�たあねまのお玉が�だだ
　　
の後追いをしようとしていることを知り それをどうにかしよ
　　
うと右往左往するうちに�海岸の獅子岩で死体で発見される�
　　
︵３︶サキのばさまは�じさまの通夜の晩に� ﹁笑い中風﹂で頓
　　
死してしまう�
　　
︵４︶あねまのお玉は
�
後追いの噂が立つ中
�
サキにそれとなく
　　
死装束と善宝寺の龍神様のお札を頼み�焼き場近くの山林で縊
　　
れて に�腐乱しかか�た死体が発見される�
　　
︵５︶日親丸の親方は
�だだに先立たれたサキのががと深い関わ
　　
りとなり�親方のががは�それを知�たためかどうかは定かで
　　
ないが�や�このお松にそれとなく言�て農薬を手に入れ�そ
　　
れを仰 で苦しんだ挙げ句 死ぬ
　　
︵６︶いけずの物知り﹁われ逝くもののごとく﹂と呼 れた男は�
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死を宣言して�日新丸の艫から海に身を投げる�
　　
︵７︶義太郎は
�
無事に復員したが
�
戦死したと信じた妻に対し
　　
て�自分の後に弟が直 たため�妻と家族を思いや�て家に帰
　　
らずに漁船員となり�伊豆沖で遭難する�
　　
︵８︶あねま屋のかあち�んの大黒様は
�狂気の血が流れている
　　
というおやじの恵比須様が�それまで娘として可愛が�ていた
　　
サキを突然�犯し 失踪した日 おやじを酒田まで探しに行き�
　　
帰りにオ�トで送�てくれたキイさんともども トラ�クに轢
　　
かれ
て死ぬ
�
　　
︵９︶そのおやじの恵比須様は
�あねまのお玉と同じ枝で縊死し
　　
て果てる�
　　
︵
10︶神がかりと言われたお葉は
�
サキと本宮で別れた後
�
木小
　　
屋に火を放� 焼死する�
　　
︵
11︶船が台風に出
合
�た親方は� ﹁われ逝くもののごとく﹂の
　　
思いが胸をよぎり� わざと日親丸のハンドルを切�て遭難する�
　
︻
` Ａ︼
　　
︵
12︶ ﹁千両役者
﹂
の自称
・
善念大日様は
�
チ�ブ屋
︵
曖昧屋
︶
を
　　
開いたお里の目の前で縊れて果てる�
　
ここに現れる死は�後追い自殺�その他の自殺�病死・事故死な
ど多様だが� いわばすべてが一つの死の流れに合流するかのように�人物たちは死んでゆく
�
これはもちろん
︿
われ逝くもののごとく
﹀と
いうタイトルや理念とも関わる事柄だろう�ところで�この死の流れは�因果応報や神秘的な摂理によ�て司られている だろうか�
　
物語の初めから�最後まで最もしばしば話題となるのが�善宝寺
の龍神様である�サキのががは�あねまのお玉がだだに渡そうとした龍神様のお札を�だだの出征の日に�加茂坂トンネルの中で捨てた�親方は�懇ろにしていたあねま お里を船に乗せたためか�漁が減り あわてて善宝寺に行� �お葉がサキ て八乙女の霊洞へ向か�た時 沖に落雷し それが龍神 にな た逝ぎ だだとお玉だ�とお葉は言う�サキがお玉から死ぬ直前 頼まれた龍神様のお札に�お葉が火をつける�こ らの挿話において�龍神様は女 だとされ�そのお札が�女 怨念を表現するも とされていることは確かである ﹃われ逝くものののごとく﹄という小説に人為の出来事を神秘的な次元と結びつける叙述が大きな役割を果たしており� れを除いてはこ テクストの様式 適切 理解することはできまい しかし� からと言�て�起こ た出来事すべてが明確に龍神様の祟りだ�と説明されているわけでもない�
　
それ以外にも�予知能力を持つや�この安�元あねまの霊媒師で
ある鶴岡の神様�霊指を持つという善念大日様�あるいは神 かり
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のお葉など
�
超人間的な人物も数多く登場する�だがやはり
� ﹃
われ
逝くもののごとく﹄は�泉鏡花の諸作品のように�異界と日常界との交錯を描くことが主眼となるようなテクストではない�人物たちは�非日常的な世界�宗教的魔術の世界 存在を感じ取り それに脅え�畏怖することはあ ても�自分 意志を失うわけここでは 個人の意志がこの世界の摂理と�軋轢 繰り広げながらも融合している�摂理の意志が人間の意志と対立するように一瞬は思えても�最後には 結局同一の へと収束するように見える�従�て�一種の因果応報の論 なのだ �それは一方的に人間に降りかか くる運命という印象では く�むしろ個々の人物の生き方とも矛盾するものではなくなる ある�
　　　　　　　
４　
現前しない中心
　　　　
︵
1︶　
空間の百科事典性
　
この後追いの物語が
� ﹃
われ逝くもののごとく﹄を前へ推し進める
力だとすれば�小説の流れを随所で停滞させ スト�リ では く描写によ�て迫る力を持つのが�個々の都市やむら�山や寺�そしてそこに生きる人々の生活の営みと生計のありさまを描き出す筆致
山形大学紀要︵人文科学︶第十六巻第三号
である�
　　　
遙か鳥海山へと目をやれば�一筋の光る川があります�これ
　　
が最上川でその河口に酒田がある�酒田は鶴岡とともに庄内平
　　
野の二大中心をなしていますが�住む人の気性も違えば�街の
　　
佇まいも違うのです� 鶴岡が城下町で京都を偲ばせるとすれば�
　　
酒田は大阪にも比せられる商工の街です 商工の街とはいいな
　　
がら�最上川が数多の河 集め �庄内平野は ろんのこと�
　　
出羽三山に遮られた彼方内陸部の物産を 運んで来るばかりで
　　
はありません 遠く海上を織るがごとくに往来する�北国船�
　　
北前船の一大拠点 な�ていたところで�羽越本線の敷かれた
　　
いまも衰えを見せていないのです�
　
ノ�スロ�プ・フライは�スト�リ�ではなく�様々な事実や事
物�人物�出来事などの説明に分量を割くタイプの形式を�百科事典的︵
en
cy
clopaed
ic ︶形式と呼んでいる︵
３
︶ �
たとえば�ダンテ
の﹃神曲﹄は� 主人公ダンテが� 今はもう死者とな�た数多くの人々に� 生前の事績や思いを聞いて回る話である�メルヴ�ルの﹃白鯨﹄は�モ ビ�・デ��クと呼ばれる大きな鯨を追うエイハヴ船長を描くが その過程で�鯨に関する膨大な蘊蓄 満載されている�
たたず
あま
 た
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﹃われ逝くもののごとく
﹄
は何の百科事典かといえば
�
言うまでも
なく山形・庄内という場所である�戦中から戦後期にかけての庄内のありさまが�地誌から始ま�て�衣食住�交通�性�経済�そして特に信仰に関して�事細かに描き出される�も�とも�これは決して地理書のような案内ではない�確かに 庄内をよく知 ている読者ならば�作品中の記述と対応する実在物を指摘できるだろうだが�それでは庄内を知らず�実在する地名や人名�企業などを全く知らない読者が読んだ場合� この小説 理解できないかというとそんなことはない�むしろ�この小説を読むことによ�て 庄内という場所の�それこそ概念化された構造を�初めて現実の場所に適用することができるようになるのである�
　
その点� 興味深いのは� やはり龍神様のお札である� ﹁月山﹂では�
注連寺がすべての聖なるものの中心であ�た
� ﹃
われ逝くもののごと
く﹄でも�注連寺のほか�善宝寺や�鉄門海上人の祠�そ 他 神社仏閣など�聖なる領域は幾つか登場する しかし�この龍神様のお札は�いわば移動す 聖 の中心にほかなら そ て 移動する聖域を作り出すお札は� 最終的にお葉によ�て焼か しまう
　　　
お葉！
　　　
お葉はは�として龍神様のお札を取り上げると�その声に答
　　
えるように笑い�
　　
 ﹁
ンだ�ただの紙切れでねえか�おら�なしてこげだ紙切れに
　　
悩まされていたんでろ�おら�この紙切れが憎い�燃してしま
　　
うで�いいか�サキ﹂
　　
お葉は袖からマ�チを出して�龍神様のお札に火をつけまし
　　
た�
　
だが�お葉の努力にもかかわらず�龍神様のお札が消えたとして
も�それによ�て表象される聖域性までもが完全に失われることはない�お札は仮象の中心に逝ぎず�真の聖域性は空間 宿るからである�だが
� ﹁
月山
﹂
の同心円的構造において認められたような�聖
と俗との画然とした対比とは異なり
� ﹃
われ逝くものののごとく
﹄
の
聖なる空間は 同時にまた俗なる空間でもある�いわば庄内一円の場所は�いつ・どこであ�ても�常に聖と俗�夢と現とが紙一重で同居し�反転しうるような空間として描き出されるのである�移動するフ�テ �シ�としてのお札のあり方は�そのようなこのテクストの方向性を示唆してい �そしてまた のことは
� ︿
われ逝くも
ののごとく﹀という理念が 次々 個別の人格を超えて伝播されてゆくという�この小説のもう一つの構造にも関わ てくる�
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︵２︶
　
登場しない重要人物
　
﹃われ逝くものののごとく﹄には
�
一度も登場しないのに�極めて
重大な役割を負う人物が
い
る�言うまでもなく�西目の海岸の岩窟
に赤褐のセ�タ�とともにいて�サキに﹁ハ�メルンの笛吹じさまの話
﹂や﹁
樽の中のや�この話﹂ �あるいは真言などを教えてくれた
男� ﹁われ逝くものののご く﹂と うのが口癖であ た男である�Ａの物語では�常にこの西目の男が中心にあるのだが�結局最後まで�明確な形 姿を現すことはなか�た�
　　　
そのときはなんの気にもしなか�たのに�赤褐のセ�タ�と
　　
共に洞窟から立ち去�た人﹁われ逝くものののごとく﹂から聞
　　
いた﹃ハ�メルンの笛吹きじさまの話﹄を思いだしました� �
…
�
　　
しかし�サキは﹃ハ�メルンの笛吹きじさまの話﹄はほん に
　　
あ�たのだと思い�箸で空缶を叩く音につられて行�たあの犬
　　
たちが ハ�メルンのじさまの笛につられて行�たという�子
　　
供たちのような気がして来ました�そういうサキたちがいませ
　　
めてもその人と共に洞窟を立ち去 赤褐 セ�タ�﹁われ逝
　　
くものののごとく﹂ に ろう している�とすれば 赤褐のセ�
　　
タ�と共に洞窟を立ち去�た人
� ﹁
われ逝くものののごとく﹂と
山形大学紀要︵人文科学︶第十六巻第三号
　　
はなんなのだろう�
　
サキは�この男や�この男が連れていた犬を探し回るが�犬はど
うやらそれらしいのが見つかるものの�男はどうしても見つからない�この男の追跡は�少なくともＡの部分においてはその全体において物語の前進力とな�ており�また�ひいては物語の最後においてもなお�こ 物語 凝集力としての謎とな�ている�
　
ちなみに�西目の男のほか�あねまのお玉もまた�実際に登場す
るのは最初のあたりだけで�サキのだだの後追いを遂げ からは�人々の記憶の中でだけ活動する あねまのお玉 後追いは�前に述べたように� Ａや
` Ａの物語を�強く死で染め上げている�つまり�
サキのだだの最初の女であり�それを促した はサキのじさま 日新丸の親方で�じさまはその後追 をとどめようと奔走 親父恵比須様が気にかけ�サキが強く慕�ていて サキのががに 憎まれている�西目が登場しない中心であるとすれば お玉は�最初に登場し 姿を消す �長く影響力を保つようなもう一つ 中心である�この長い物語において� ﹁知﹂ の中心が西目の男であるとすれば�﹁情﹂の中心がお玉ということになるだろう�
　
繰り返すならば
� ﹃
われ逝くもののごとく
﹄
という小説は
�
ほぼ
` Ｂ
を除く物語の九五％を占める部分において�西目 男という�実際
�
 �
 �
�
 �
 �
�
 �
 �
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には登場しない人物が重要な中心とな�ているのである�サミ�エル・ベケ�トは�シナリオ﹃ゴド�を待ちながら
﹄ ︵
一九五二
︶
にお
いて�
 ゴド�と待ち合わせをしたと称する二人の浮浪者が�延々と
待ち続けるが結局ゴド�は現れないという物語を描いた�現代の不条理演劇の代表作とされるこの戯曲とも似た構造を
� ﹃
われ逝くもの
のごとく﹄ は持�ている�現前 中心� 空虚としての中心によ�て�これほどまでに支配される人々・支配される物語とは�い�たい何なのだろうか�
　　　　　　　　
︵３︶
　
空虚としての自己言及性
　
当初
� ﹁
われ逝くもののごとく
﹂
という言葉は�この語句をサキに
語�ていた西目の岩窟の男の呼び名だ�た�しかし その男が姿を消してからは�男が連れていた赤褐 セ�タ�の呼び名ともなり�さらにまた 同じ西目出身の男 呼び名ともな
　　
 ﹁
ほんとの西目でねえ？﹂
　　
 ﹁
ンだ�ほんとの西目だば�赤褐のセ�タ�がついて来ねえて
　　
ことはねえもんだし﹂
　　
 ﹁
ンだか﹂
　　
 ﹁
それに�ほんとの西目はいねえで﹂ �
…
�
　　
 ﹁
帰�てくることは�帰�て来るんでろの﹂
　　
 ﹁
知らねえ� ﹃われ逝くも のごとく﹄�て笑うひとださけの﹂
　　
 ﹁﹃われ逝くもののごとく﹄どうした�て言うんでろ﹂
　　
すでにほんとの西目がいるので�呼びようもなくみなを困ら
　　
せていた男がそう言うと�だれかが笑�て�
　　
﹁
んだ�わ�︵お前︶も﹃われ逝くもののごとく﹄にせろち��
　　
ほんとの西目があるだけ�わ�︵お前︶も西目と呼べねえでい
　　
んなださけ﹂
　　
 ﹁﹃われ逝くもののごとく
﹄
だか�したば
�
ほんとの西目はどう
　　
呼ぶもんだか﹂
　　
 ﹁﹃われ逝くもののごとく
﹄
でねえか�だども
�
ほんとの西目は
　　
どこさ行�たか知れねえもんだ
� ﹃
われ逝くもののごとく
﹄
と言
　　
えばわ�︵お前︶だの﹂
　　
みなはしきりにおらんで
� ﹁
われ逝くものののごとく﹂と言い
　　
はじめ�ほんとの西目がいる で呼びようもなくみなを困らせ
　　
ていた男が﹁われ逝くものののごとく﹂と呼ばれるようになり
　　
ました�そればかりではありません�なにが面白いのか�や
　　
ては子供 ちの間にも拡がり�なにかを見ると﹁われ逝くもの
　　
ののごとく﹂と叫ぶのを聞くように �たのです�
�
 �
 
�
 �
 
�
 �
 
けえ
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日新丸の親方も�あねま屋のおやじの恵比須様も�また子どもた
ちも
�﹁なにかを見ると
﹃
われ逝くもののごとく﹄と叫ぶのを聞くよ
うにな�たのです
﹂
という�小説の結末に近いＢの部分でも
� ﹁
わた
し﹂の前で﹁清水の子供たちの中から� ﹃われ逝くもののごとく﹄ ﹃われ逝くも のごとく﹄と小銭をねだりに来るのがいます﹂とある�この小説の人物は�個性も考え方も多様だが
� ︿
われ逝くもののごと
く﹀という理念においては�これを分かち合�ていて これを分かち
合
�ているからこそ�一つの大き 死の流れに合流してゆくとい
う構造のようである�
　
もともと
�
本書のタイトルやエピグラフの典拠とされる
﹃
論語
﹄巻
第五�子罕編第九の﹁子�川の上︵ほとり︶に在りて日わく�逝く者は斯の如きか�昼夜を舎かず﹂という文章 川の流れに人の生や世界の流転をなぞらえたものである
�本書の
︿
われ逝くもののごと
く
﹀
という語句は
�
それにやや捻りを加えていて
�
私は
�
流転し
�
死
すべきもののように云々�ということになる�この云々に何が入るかは�規定されていない�何でもよいのである�どのような行為・思考であ ても� それは死すべき 流転 中にあるという属性によ�て彩られる�この
� ︿
われ逝くもののごとく﹀という理念の�人から
人への伝播は�この小説の世界観であると同時に ま 特にＡ・
` Ａ
山形大学紀要︵人文科学︶第十六巻第三号
の物語の流れをも根底で支配する原理であるように思われる�すなわち�目に見えること�現実に起こ�ていることは�原則としてこのような流転の生において実 していることであり�本質的なことではない
� ﹃
般若心経
﹄の﹁
色即是空
﹂
の教えにも通じるように
�
形あ
るもの 皆空でしかない�ということになる�形あるもの�それは物語にほかならない�この壮大な
﹃
われ逝くもののごとく
﹄は�
その
理念と実践において�この物語自体 空であることをも同時に語�ているとも読み換えることができる�
　
このような理念的構造は�例えば�死後の転生という理念を�そ
の虚妄性とともに物語化した� 三島由紀夫 ﹃豊饒の海﹄ ︵一九七〇︶を思い起こさせる
� ﹃
豊饒の海
﹄は�
はるかな戦前期に禁忌のゆえ結
ばれることのなか�た男女の思いを受け継いで生きてきたと信じる男が�死んだ友人の転生と思われる人物を次々と追 続けて年老いてゆき�だが�最後に�仏門に入�たあの女性の口から 起源とな�たその恋物語やその友人の男の存在を否定され �と う物語 ある�
　
あるいは�ガルシアマルケスの代表作﹃百年の孤独﹄ ︵一九六七︶
も想起される�これは�ブエンデ �ア家という一族の何代にもわたる歴史を描いた年代記である�アルカデ�オまたはアウレリ��ノと名づけられる同じ名前の人物が何度も生まれては死に�同じ事
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件�愛欲が何度も繰り返し起こり�永遠に続くかと思われる円環的な時間を描いている�だが�結末で�すべてはメルキアデスという錬金術師の残した�羊皮紙に書かれた物語であることが明かされ�最後のアウレリ��ノがそれを読み終え 瞬間�物語の舞台とな�たマコンドという町は アウレリ��ノと羊皮紙ともども�砂のように崩れて消えてしまう
　
さらには� 森を敬愛していた中上健次の﹃千年の愉楽﹄ ︵一九八二︶
やその続編﹃奇蹟﹄ ︵一九八五︶ 挙げることもできる�これらは�﹁中本の一統
﹂
と呼ばれる
�
淫蕩にして美形�歌舞音曲をよくし�性
行為に妙技を極め�異界と交流する能力を持ち 放蕩の挙げ句�若くして横死する男らの物語である�これを語る
� ﹁
路地﹂の語り
部�オリ�ウノオバであるが�そのオバは
� ﹃
千年の愉楽﹄では死の
床に横たわ� おり� ﹃奇蹟﹄では既に死んでいる�いわば� ﹁死者の書﹂であるような物語である�
　　　　　　　
５　
﹁わたし﹂とは誰か
　
前述のように
�
ある意味では� Ａ・
` Ａの語り手と� Ｂ・
` Ｂの﹁わた
し﹂とは�別ものと考えた方がよい 完全に別人かというと そうではないだろう
�
だが� Ａ・
` Ａの語り手は
�
スト�リ�としての物語
を構築する機能として語り手である�それに対して
� Ｂ
・
` Ｂ�特に
` Ｂの語り手は
�
自分自身の生のあり方を
�
この物語の空間の中に身
を置いて再考するような語り手である�両者は�物語との関わり方のスタンスが大きく違�ていると言うべきである�では�人物として登場する︵特にＢ・
` Ｂの︶ ﹁わたし﹂とは誰か�それを考えるのに�
西目とか﹁われ逝くもののごとく﹂など 呼ばれた�サキの追い求める男の方 ら埋めてみよう�
　
分量としては最後の方
の
一六％程度を占め
る
` Ａ
・
Ｂ
・
` Ｂ
の部分
は�この小説の謎を解き明かすかに見えて�実は謎に
輪
をかけてい
る
� ﹁
実在と現象﹂というタイトルの講演に訪れた老紳士に
付き添う
年下の紳士は�大山のあねま屋の婿であることが分か�ている�問題は白髪 混じ�た老紳士で� この老紳士はこの土地の人で ないだが�サキはこの人をもしかしたらあの西目かと思 �また﹁実を言うと�ぼくは双子 片割れなんだ﹂と言�ていて�その 一人が
�
あの西目の
﹁
われ逝くもののごとく
﹂
であるようにも思える
�
老
紳士は次のように言う�
　　
 　
﹁�
…
�
実を言うと
�
ぼくは双子の片割れなんだ�ぼくとおな
　　
じものがいるという意識が�絶えず離れずにいるんだな�知�
　　
てるだろう�双子はもとは他人のように別々の家に育てられた
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もんだ�むろん�顔も知らないが�ぼくがあまり出来がよくな
　　
か�たからだろうね いや�そうだ�たんだよ�なにかと言う
　　
と�ぼくと違�てひどくい 子で�賢 子がいるというような
　　
ことを聞 された その子がそうならばぼくもそうなれるはず
　　
だと絶えず言われる�うまいと言えばうまいやりかただが�ぼ
　　
くもその子のごとくあ ことによ�て�ぼくはぼくになる�そ
　　
の子はぼく ごとくあることによ�てその子になる�考えてみ
　　
れば�ぼ らだれもがそうなんだな�では そうで くてある
　　
ところのものがあるだろうか�ある！
　
それは� や�こだ�や�
　　
こはただひとり寓話の中に生きている�いや や こ のもの
　　
がすでに寓話だ�それはぼくらのように 実在が表現によ�て
　　
あろうとせず�表現が実在によ�てあろ しな からではな
　　
いだろうか﹂ �
…
�
　　
すでにこの人が ﹁われ逝くものののごとく﹂ といわれると言�
　　
ている� とすれば� だれが赤褐のセ タ�と共 岩窟を立ち去
　　
た人﹁われ逝くものののごとく﹂を思いださないだろうか�金
　　
看板のなになに堂はあねま お玉が逝ぎたとき その人も怪し
　　
いと言いました�もしそうなら�この人もそう し ければ
　　
なりません�しかし 深く問 ことな れ 深く問わぬこと
　　
幸せを知�て�この人とも別れなければ らないでし�う
山形大学紀要︵人文科学︶第十六巻第三号
　
この老紳士の講演の話題は
� ﹁
ハ�メルンの笛吹き
﹂ や ﹁
樽の中の哲
人﹂など� 西目がサキに伝えた内容とよく似ているのである�だが�語り手はそれを
� ﹁
深く問うことなかれ
﹂
と言�て明確にしない�こ
の老紳士は
�
本宮の十二滝を訪れたと言�ている
�
この十二滝は
�小
説の最後に� ﹁わたし﹂が訪れる場所でもある�
　
さて�では﹁わたし﹂とは誰なのか
� ﹁
もし優しいあの人に抱かれ
なければ�わたしはほんとうの女を知らずにしま�たかもしれません﹂の後には 次のように語られている�
　　　
あの人もまだ若く�わたしにはこの世ならず美しい人のよう
　　
に思われました�しかし�わたしは更に若く�ときとして母の
　　
ような気すらしたのです�わたしはなんとも言えぬその優 さ
　　
に�ついその人のことをなに 訊こうと ても笑顔を見せて言
　　
うのです�訊かないで�あなたとわたしがこうしている�そう
　　
したあなたとわたし�ただそれだけでいいじ�ないの�あなた
　　
はいつかわたし 別れて あなたにふさわし 若い女の子と一
　　
緒になるのよ�でも� はどこか遠く北のほうに行�て�
　　
こ�そり子供を生ん 上げるわ�き�と可愛い子よ�だ�て
　　
あなたとわたしの子ですもの あなただと思�て大事に育てる
�
 �
 �
 
�
 �
 �
 
�
 �
 �
 
�
 �
 �
 �
 
�
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わ�わたしはもはや哀願すべからざることを知�たのです�
　　
わたしが放浪をはじめたのは�そうして姿を消した優しいあ
　　
の人の声を忘れようがためだ�たのです�
　
﹁あの人
﹂は�
その後の叙述によ�て�本宮のなになに様のかかさ
まであることが明らかになる�この本宮の家は� サキがお葉と来て�サキだけが泊まらせてもら�たことがＡの部分にある�だが� 翌朝�柳小路でサキは子供服屋や靴屋から�あのなになに様 もとは大家だ�たが今は屋敷跡だけで
� ﹁
かかさまが逝ぎた嬢さまのために吉祥
天さ願かけて�植えたとかいう壺跡の石榴が 大きくな�て花咲かせと�たてば﹂と言われる�まる ﹃雨月物語
﹄ の ﹁
浅茅が宿
﹂
のよ
うな場面だが
� ︿
われ逝くもののごとく
﹀
が一般理念であるこの小説
では
� ﹁
逝ぎた者だばそこらにいくらでもいる
﹂ ︵
死んだ者ならそのあ
たりにいくらでもいる︶のが常態であ�て�何も不思議はないとさえ言われるのである�
　
この本宮の屋敷跡を�やや時が経ち
�
` Ｂの前半で﹁わたし﹂は篤
農家とともに訪ねた
�
その時
�庭の跡に
�
あの石榴の木を発見し
�
山
の中腹にあの人の墓を見て�その後十二滝へ訪れ いる�あの人はなぜ死んだのか�また娘 連れてきたというその娘が﹁わたし﹂子ではなか�た は分からない� そして ととさまとも仲がよか
たというあの人は�誰をも愛した代わりに誰からも去らなければならなか�たのだろうかと思いをめぐらす�たぶん�この小説はここで終わ�ても良か�たのだろう�だが�
` Ｂには後半があ�て� ﹁わ
たし﹂が再び庄内そして十二滝を訪れる物語が語られている�この重層的な構造は 明白に� Ａを構成して たかつての庄内が
�
時代の
流れとともに�少なくとも表面的には解体し�変容したことを印象づける�多くの人物は�この流れの中で逝ぎてゆく�だがある意味では�小説の理念や�空間としての庄内 位置づけは一貫して変わらないとも言える� こ 小説の最初からず と登場し きた上海 �今は鶴岡 成功しており�上海の話で過ぎ 時間が埋められる�サキのががは�かつてのお葉に似て半狂乱になり�サキとは相変わらず仲が悪い�その他は概ね後日談のよう 内容だが 最後に
� ﹁
わた
し﹂は再び�あの十二滝を訪れるのである�
　　　
なんとか十二滝に着きましたが�湯ノ田温泉のなになに屋の
　　
若主人を車に残して山峡にはいると�様子がガラリと変わ�て
　　
います�すべては枯木のごとく紅葉も黄葉もないのは当たり前
　　
としても�左岸に迫る峨々たる山腹を切�て林道をつくり�か
　　
つそのための側壁を積み上げようとして�あの美しい滑らかな
　　
大きな岩が無惨にもことごとく打ち砕かれ いる いまや遠く
�
 �
 �
 �
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木霊してきたあの幽邃な音もなく�滝そのものは依然として見
　　
えないが�あらわに騒々しく水が落ちているようです�それが
　　
わたしに清水の山の﹁森 供養﹂を思いださせ� 子供たちが口々
　　
に叫んだように﹁われ逝くものののごとく
﹂ ﹁
われ逝くもののの
　　
ごとく﹂と聞こえはじめました�あれは誰が言�たのか�ほん
　　
との姿はみな恐ろしいもんだ�ンださけ�ほん の姿は﹁ごと
　　
く﹂ しか言えねえ�だど ごとく﹂ですませてはなんねえ�
　　
いつかだれもほんとの姿を見ねばなんねえさけの
　　
降り来る雪に暮れ残�た枯木のような枝先に�不思議に一枚
　　
小さな紅葉が舞�ている�打ち砕かれた惨憺たる渓底から�次
　　
第に高く る工事なかばの林道に足を向けると�こなたに背を
　　
向けた岩乗な作業服の男が現れました�ヘルメ�トをかぶり脚
　　
絆に身を固めているが� 髪もすでに半白のようです� あれはい�
　　
たいだれなのか�なぜわたしに背を向けているのか�それはわ
　　
たしだからではないのか�雪はようや 本降りにな�て来ま
　　
た�鉄槌はすでにわたし 掌中にあります�満身 力をこめ
　　
足下の岩石を打ち砕こうと て鉄槌を振 上げ 打ち下ろそう
　　
として振り上げた鉄槌をしばし頭上 止どめ と�不思議 歌
　　
が聞こえるのです�
山形大学紀要︵人文科学︶第十六巻第三号
　　　　
ああ�世は夢か幻か
　
﹁ほんとの姿はみな恐ろしいもんだ
�
ンださけ�ほんとの姿は
﹃
ご
とく﹄としか言えねえ�だども� ﹃ごとく﹄ですませてはなんねえ�いつかだれもほんとの姿を見ねばなんねえさけの
﹂ �その﹁
ほんとの
姿﹂とは� この物語で書かれてきた死の姿である�枝に縊れたお玉�同じ枝に下が たおやじの恵比須様�木小屋に火を放�たお葉�農薬を仰いで苦悶のうちに死んだ親方のがが
…
…
�それ自身がそれ自
身と一致するのは�すべてこの死 うちにのみあり�生はいずれも�それ自身ではな 何ものかの表現としてある� これを言い換えれば﹁実在と現象﹂ということである�唯一の実在�それは死であり
�あ
らゆる現象は�常にそれを包蔵し覆い隠した仮象に過ぎない そしてそれは�あの老紳士の講演のテ�マであ �だが﹁双子の片割れ﹂とは� あの老紳士だけ 問題ではない�通常の人間の り方は�今・ここにないものとしての自己を�今・ここの自己に投影するものとしてある�理想的な自己である﹁双子の片割れ﹂ 常 自己を支配し�自己の目標として想定さ からこそ�自己が りえるのである
� ﹁
では�そうでなくてあるところのものがあるだろう
か�あ ！
　
それは�や�こだ�や�こはただひとり寓話の中に生
きている�いや�や�こそのものがすでに寓話だ�それはぼくらの
�
 �
 �
 
�
 �
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 �
 �
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ように�実在が表現によ�てあろうとせず�表現が実在によ�てあろうとしないからではないだろうか﹂ �
　
この言葉は分かりにくいが�や�こ︵浮浪者・乞食︶は�表面上�
生のように見えても実は死の姿であり�我々の生の世界の根底に常にあ�て�そして最も死を体現する存在であるということである�や�こには�建前と本音や�ペルソナとエゴや ある は
理論
と
感
情などというような�いわゆる近代的な自我の二重化などは生じる余地が い
� ﹁
双子の片割れ﹂は�や�こにおいては存在しない�そ
のままで実体であり�またそのままで寓話�物語としての意味に充足している�ここにおいて�や�こが例外的な存在�外部からの到来者であ�た﹁月山﹂とは異なり� ﹃われ逝くもののご く﹄は� や�こがむしろ核心に位置し�そして多くのや こたちが活躍する物語であるということの意味が分かるだろう
� ﹁
ほんとの姿
﹂ �
それは
�や�
この中にのみある�
　
そして�や�こではないものの�結末で
� ﹁
わたし﹂に背を向けた
作業服の男を
﹁
それはわたしだからではないのか
﹂
と書くことも
�
そ
の線の上にあるのではないか�ここで 十二滝の渓谷 �林道の工事によ�ていわば流転の姿をさらし�往事をとどめぬように変化しようとしている�その変化 主役となる作業服 男は いわば流転そのもの 一体化した人物である
� ﹁
わたし﹂は�これまでのように
語り手として物語を客観的に構築する立場から�いわば自分の描いている絵の中に入り込み�物語と一体化することによ�て�いわば自らがこの物語 な�て�この壮大な小説の構造の�最後の扉を閉めるのである︵
４
︶ �
＊
　
﹃われ逝くもののごとく
﹄は�
比類なき小説であり�極めて前衛的
な作品である�なるほど�死と生との相互嵌入�死とともにある生という思想 れば�リルケや堀辰雄�福永武彦から村上春樹 至るまで�文学史においては決して珍しいものではない�逆に�幾何学や密教思想�さら 山形庄内の地誌など�森文学に登場する情報は� 総合すれば確かに森文学にしか見られないものであ � だが ﹃われ逝くもののごとく﹄ において最大に評価 なければならないのはその構造であ�て�構造を評価することだけが�思想や情報ではなく�文芸作品を評価する道なのである� ﹃われ逝くものののごとく﹄に示された死生観や宗教観 人間観などの問題については�本稿を指針として 今後の課題として行きたい注
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︵１︶
この概観は�中村三春
﹁
作家案内・森敦
　
— ︿
ジ�ンル
﹀と︿
構
造﹀の旅
—
﹂ ︵森敦﹃浄土﹄ �講談社文芸文庫�一九九六・三︶に基
づいている�本稿はその続編である�︵２︶ ﹃われ逝くものののごとく﹄シノプシス︵か�こ内は全集本のペ�ジ数を示す︶︻Ａ︼
　
＊サキのだだ︵父︶の出征と戦死︵帰還せず︶＊サキのじさま�だだの戦死を信じず�供養しない
　　
・鶴岡の神さまでお玉が憑依�だだの供養をせよと言われる
　　
・注連寺を訪れる
　　
・再び鶴岡へ�神様に会う
　　
・加茂へ戻�たらしい
　　
・海岸の獅子岩で死体で発見される
＊サキのばさま�通夜の晩に﹁笑い中風﹂で頓死
　　
・焼き場の場面
＊あねま屋がなくなる噂＊あねまのお玉失踪�だだの後を追�て山林で縊死＊お葉�サキを連れて八乙女の霊洞へ
　　
・サキ�善宝寺へ︵夢︶
＊あねまの夫婦と �吹浦へ
山形大学紀要︵人文科学︶第十六巻第三号
　　
・湯ノ田�十六羅漢
　　
・酒田でサキの服を買う�赤褐のセ�タ�
＊サキのがが�発熱
　　
・京田のががち�の家�吉雄
　　
・サキのがが�家に戻る
　　
・親方に抱かれる サキに見られる
＊日親丸の親方のがが︵妻︶
　　
・大山のなにな 楼出身
　　
・お松から農薬を入手�自殺
＊義太郎の家で栄福丸の遭難を知る
　　
・ハ�モニカ�兄弟
＊あねまのお里�親方のががの後に直ろうとするが失敗
　　
・お里は�親方が逝ぎたお玉を愛していると思�ている
＊日新丸から﹁われ逝くものの ごとく﹂身を投げる＊かあち�ん�お里と鶴岡へ︵チ�ブ屋︶＊おやじ�サキを犯し�二人とも失踪＊かあち�ん 吹浦まで やじを探しに行く
　　
・かあち�ん�キイさんのオ�トで事故死
　　
・おやじ�お玉と同じ枝で縊死
＊サキ�お葉と酒田へ
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森敦﹃われ逝くもののごとく﹄の構造
 —
—
 中村
　　
・ ﹁われ逝くものののごとく﹂を探しに
　　
・酒田でセ�タ��お波
を見る
　　
・三上神社 二人の紳士に逢う
　　
・本宮のなになに様の家に泊まる
　　
・お葉は木小屋で焼死
　　
・サキ�柳小路へ�稲荷大明神のじさ と会う
＊サキ�宿のかあち�んの子になる＊サキのがが�親方の家に通う
　　
・がが�京田のががち�の家へ
　　
・サキには匙を投げた
　　
・お杉�お松と会う
　　
・鶴岡の神様�お葉が憑いてくる
＊日新丸遭難
　　
・親方�敢えてハンドルを面舵に
︻Ｂ︼＊わたしの登場
︵
545︶
　　
・上海�仏壇�墓
　　
・紙屋のかかさま 逝ぎた
　　
・稲荷明神 じさま﹁われ逝くものののごとく﹂長くはな
　　
・オカ�パのサキ�赤褐のセ�タ�
　　
・ ﹁森の供養﹂
＊大日坊�注連寺
　　
・芸人�源助のじさま
　　
・吉雄の兄ち�逝ぎた
︻
` Ａ︼
　
＊元の語りへ
︵
595︶
　　
・おかみのお里
　　
・篤農家�風水
　　
・お清ばあさんとチ�ブ
屋
　　
・善念大日様来る
　　
・二人の紳士︵年下の紳士�大山のあねま屋の婿︶
　　
・年上�十二滝を見た�講演﹁われ逝くもの のごとく﹂
　　
・双子の片割れ�一家離散
　　
・加茂の棺桶屋
︻
` Ｂ︼ �前半�
＊わたしの再登場
︵
623︶
　　
・本宮のなになに様のかかさま�わたし
　　
・龍覚寺�篤農家
　　
・ととさま�農学部の秀才�ケンブリ�チ�ソロボンヌ
　　
・本宮の墓
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・十二滝へ
︻
` Ｂ︼ �後半�
＊あれからもうどのぐらい
︵
635︶
　　
・龍覚寺�篤農家逝ぎた
　　
・すべては変わ�たが�上海だけは
　　
・サキのがが�絶望に絶望を
　　
・や�こ�施設へ︵清水の山︶
　　
・酒田の大火 柳小路もな
くなる
　　
・再び�十二滝へ
︵３︶ノ�スロ�プ・フライ﹃批評の解剖﹄ ︵海老根宏ほか訳�一九八〇・六�法政大学出版局︶ �︵４︶富岡幸一郎﹁言葉の幻術
— ﹃われ逝くものののごとく﹄をめぐ�
て
﹂ ︵
﹃森敦全集﹄第四巻
�
一九九三・九
�
筑摩書房
︶
は
� ﹃
われ逝くも
のののごとく﹄の構想を分かりやすく解説して秀逸であるが�この﹁わたし﹂については次のように述べている� ﹁この﹃わたし﹄は作中人物であるとともに�作者
� ﹃
われ逝くものののごとく﹄の作者森
敦その でも ろう�それはまさに過去と現在を�生と死を�死と生を﹃接続﹄する﹃死者の眼﹄によ�てとらえらえた作家自身の姿ではないか﹂ �しかし�これは言わば� ︿語り手�作者﹀観の典型のような発想であり�十分に小説 構造面 つい 把握された結果で
山形大学紀要︵人文科学︶第十六巻第三号
はないように思われる�＊ ﹃われ逝くものののごとく﹄の本文は� ﹃森敦全集﹄第四巻︵一九九三・九
�
筑摩書房︶所収のものを用い
�
その他の森敦の文章も
�同
全集によ�た�︻付記︼本稿は
�二〇〇七年八月二五日�鶴岡市・注連寺で開催され
た第一回﹁森敦文学を語る会
﹂ ︵
森敦文学保存会主催
︶
における講演
原稿を基にしている�
�
 �
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On the Structure of Ware yukumono no gotoku
NAKAMUR A Miharu
   A concept of the structure is the issue raised by MORI Atsushi. He said that the novel must 
assert something with its structure. The structure of a literary work results from the 
conceptual scheme of its reader. Mount Gassan and Ware yukumono no gotoku are MORI's 
two masterpieces. They seem to be the different realisations of the same structure, or the 
coincidence of the opposite structures. In any case, we should make clear the structure of his 
works.
   The writer of this paper tried to explain the structure of Ware yukumono no gotoku by these 
topics below:
1. Comparative analysis with Mount Gassan
   Mount Gassan's structure is a spatial one. It seems to be concentric circles. The central 
point of circles is temple Chuurenji. Its space is holy place. Chuurenji's 'chuuren' means a 
border rope. The protagonist entered to the center circle and exited to the outside. The story 
represents the symbolism of death and rebirth.
2. Two narrators in Ware yukumono no gotoku
   There are two narrators in the structure of narration of Ware yukumono no gotoku. One 
narrator does not appear as a character, and another appears. One tells any events, and 
another tells only his experiences. They are partly same and partly different. This is 
avant-garde narratologic strucure.
3. Fantasy and mystery
     Many mysterious characters appear in Ware yukumono no gotoku. But it is not pure 
fantasy. They feel and are afraid of existence of mysterious world.  However individual will 
and the karma's will seem to be opposed, they result in the same thing. The destiny is not 
contradictory to lives of each person.
4. The vacant story
   The title of this work, ' I am like a person who is going to die'(Ware yukumono no gotoku), 
means that everything is going to die. This is the idea and the theory of this novel. All things 
that we can see and happen in real world are in the continual change. All things that have 
shapes are vacant. This novel says that the novel itself is vacant, too. 
5. Who is 'I'?
   The narrator 'I' enters to the story that he is writing at the last part of text. So that the 
structure of this novel is completed.
